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答案

（科目名 英 語 1/ 1)  

電気電子工学専攻 番 I氏名
問1. 下記の文章は， BrianBowerによる”AHistory of Electric Light & Power”からファラデーによる電磁誘導の発見につい

て述べた部分を抜粋（一部，改変）したものである。これを読んで，以下の問に答えよ。

Faraday 
pondered this question from time to time during the 1820s. He was inclined to accept Ampere's idea that magnetic effects were due 
to tiny circulating currents in the magnet, and 
~-He tried the experiment in 1825 with two pieces of wire one and a half meters long, 
tied together with a single thickness of paper between them. He connected a battery to one wire, then a galvanometer to the other, 
but observed nothing. 

Faraday discovered electromagnetic induction on 29 August 1831, using his'induction ring'. This was simply two coils wound 
on opposite sides of a soft iron ring about 2 cm thick and 15 cm in diameter. 

When the experiment was made without the iron core, it was very like the 1825 experiment. Why therefore had he not found 
electromagnetic induction in 1825? His experimental arrangements were better in 1831, but his understanding of what he was seeking 
had changed also. In 1825 he had expected the mere presence of a current in one wire to produce an effect in another. By 1831, he 
was expecting another factor to be involved. That factor was motion, or a change in something. He expected an effect in the second 
coil at the moment he completed the circuit of the first coil, and, because he was expecting it, he looked for it and found it. 

（注）ponder:熟考する，incline:…したい気にさせる， reason :推察する，galvanometer:検流計， softiron :軟鉄，

wound: wind（巻く）の過去分詞，involve:含む

(1) 下線部(a)を和訳せよ。

(2)下線部(b)を和訳せよ。

(3) ファラデーが1831年の実験に用いたコイルの概略を図示せよ。ここに構成部分の名称と寸法も図中に記せ。

(4) ファラデーが， 1825年の実験では発見できなかった電磁誘導を， 1831年の実験で発見できた根本的な原因は何か。

(5)下記の和文を英訳せよ。

i)ファラデーが発見した電磁誘導は変圧器などの電気機器 (electricmachinery)に適用されてきた

ii)私たちは，環状の鉄心に巻いたコイルを蓄電池につないだ場合の電圧と電流の関係について分析した。

iii) 1831年にファラデーは， 1825年に彼がその回路に対して予想していた新しい現象(phenomenon) を発見した。

間2. 下記の電子部品に関する英文を読んで，以下の問に答えよ。

a)LEDs are light emitting diodes, and diodes only pass current in one direction, so they must be connected correctlv. A resistor 
is needed to limit the amount of current that can pass through the LED. Without a resistor, the LED may burn out. Most LEDs have 
a long lead and a short lead. The long lead is the positive (anode) and the short lead is the negative (cathode). 

A color code is used to indicate the resistance value of a resistor. ~ the first two bands 
reoresent the resistance value. the third is the multiplier, and the fourth indicates the tolerance. 

(1)下線部(a)を和訳せよ。

(2) LEDに抵抗が必要な理由を記せ。

(3) LEDのアノードとカソードの見分け方を記せ。

(4) 下線部(b)を和訳せよ。

(5)下記の和文を英訳せよ。

回路を作成する際には， LEDのカソードを GNDに接続することを忘れないで下さい。

この部分につきましては、
著作権の都合により公開いたしません。
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0答案

（科 目 名 電気磁気学 1/2 ヽ`
＇ノ

電気電子工学 専攻 番 I氏名
次の3問の中から、 2間を選択して解答せよ。

＊数値計算問題は真空中の誘電率をC。として、

＊数値計算には単位をつけよ。

1 ―=9 X 109 
4冗e。 [m/F]を用いて計算して良い。

問1. 図lに示すように真空中に、長さ2aの絶縁物の棒の両端の点Aに正の点電荷

+QA、点Bに負の点電荷ー伽がある。棒の垂直二等分線上でbだけ離れた点Cに

正の点電荷＋Qcがある。

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(1) QAと伽が同最であるとき点A、点Bに働くy方向の力、ベクトルFAヽ 和を図l中

に記載せよ。

その力の大きさFA、FBを求めよ。

棒に働くトルクの大きさTを求めよ。 （トルクは力x距離である）

点Cの点電荷＋Qcを取り除いた。点Aに1[C]、点Bに一2[C]の点電荷を置い

た。 a=—回、 b ＝豆［m]のとき、点Aの点電荷が点Cに作る電界ベクトルEA ヽ
2 2 

点Bの点電荷が点Cに作る電界ベクトル恥とそれらを合成した点Cにおける電界

ベクトルEを図l中に記載せよ。

そのEおよび電位 V を求めよ。 x、y方向の単位ベクトルはi、iを用いよ。
絶縁物の棒を取り除き、図lの点Aに1X 10-s [C]と点Bに一9X 10-s [C]を置いた。

点Aと点Bの距離は 0.2［叫とした。点Aと点Bの直線上のどこに電界の平衡点が

くるか、点AのX 座標を基準として計算せよ。

(7) (6)の条件で中点Mの電位 Vを求めよ。

問2. 次の設問に答えよ。真空中として考えよ。

コンデンサの端の影響はないものとする。
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面積 S、間隔 dの平行平板コンデンサがある。

I. CAを求めよ。

IL この平行板間に厚さ巳、比誘電率10のガラス板を挿入した。

静電容量分を求めよ。

III.ガラス板挿入後の全体の静電容星 Cを求めよ。

IV. Cはガラス板挿入前の CAの何倍になるか答えよ。

面積が 1[m刊の金属板がある。間隔 d= 1 [mm]で向かい合わせに平行に並べた。

I.この金属板2枚から成るコンデンサAの静電容量らを求めよ。

IL この金属板11枚から成るコンデンサBがある。各金属板を図2(a)のように1枚お

きに接続した。コンデンサBと等価な回路は①から④のどれか答えよ。

① 10個のコンデンサAの並列接続

② 10個のコンデンサAの直列接続

③ 11個のコンデンサAの並列接続

④ 11個のコンデンサAの直列接続

III.コンデンサBの静電容量C11を求めよ。

(3) 距離d離れて置かれた無限に広い2枚の平行平板がある。一方に＋6、他方に一6の面

密度の電荷を置いた。平板間の電界Eおよび電位差 V を求めよ。

(4) 図2(b)のように地点S]、S丑こ置かれた無限に広い導体を接地し、 S]から x離れた
地点出に面密度＋6で電荷が分布する厚さの無視できる無限に広い導体を置いた。

I. 図2(b)に電気力線 (4~8本程度）を記入せよ。ただし、 X=；とする。

II. 出の電位V、d、Xを用いて、 S1S3間、 S2出間のそれぞれの電界の大きさ

E1と見を求めよ。

II.の結果とガウスの定理を用いて電界の大きさ佑と島を6、d、X、C。を用いて表せ。

x疇のときS心出に現れるそれぞれの面密度CJ1と(J2を、 6を用いて表せ。

(1) 

(2) 

III. 

IV. 

その静電容量をCAとする。

ガラス板の部分の
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0答案

（科 目名 電気磁気学 2/2 

I電気電子工学専攻 番 l氏名
問3．図3の模式図のような半径 aの無限に長い円柱導体と、内半径 b・外半径 cの無限に長い円環導体がある。
ただし、 O<a<b<cである。円柱導体と円環導体の中心を一致させた状態で配置され、その中心の座標を原点 r=Oとする。
大きさの等しい電流 I が図3の円柱導体を右向きに、円環導体を左向きに、ニ~次の問いに答えよ。

(1)磁界ベクトルH、任意の閉曲線ベクトルl、その閉曲線内を通過する電流 11と/2について、アンペア（アンペール）の周回積分の
法則の式を書き、左辺と右辺の物理的意味を説明せよ。
(2)図3中に半径 a、内半径 b、外半径 cを記入せよ。
(3)円柱導体内で、原点を中心とする半径r(0 < r < a)の部分を流れる電流Irを求め、そのrにおける磁界の大きさ Hを求めよ。
(4)位置 r(a< r < b)における磁界の大きさ Hを求めよ。
(5)円環導体内で、原点を中心とする半径r(b < r < c)の部分を流れる電流Irを求め、そのバこおける磁界の大きさ Hを求めよ。
(6)位置 r(r > c)における磁界の大きさHを求めよ。

円環導体

円柱導体

図3
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⑮二⑲
2026年度（第 1次） 大学院 （博士前期） 入試 （該当する方に0印をお願いします。）

（科目名

答案

電気回路 1/2 
‘.~ 

電気電子工学専攻 番 ！氏名

下記の3問から2問を選択して解答せよ。

問1．図に示す直流電圧源と直流電流源を含む回路の抵抗Rに流れる電流IRを、 「重ね合わせの理」を用いて、以下の

手順で求めたい。このとき、以下の問いに答えよ。

(1)電源として直流電圧源Eのみを含む回路を考え、抵抗に流れる電流I足を求める。このときの回路を図示し、抵抗

Rに流れる電流I応を求めよ。
(2)電源として直流電流源Iのみを含む回路を考え、抵抗に流れる電流IR’'を求める。このときの回路を図示し、抵抗

Rに流れる電流I認を求めよ。

(3) これらの結果を用いて、図に示す抵抗Rに流れる電流IRを求めよ。

ー R1 

R2 

E
 

R3 ti IR 

問2. 図の回路は、交流電源tの電圧を与えた状態で定常状態にある。電源の角周波数をlt)として、以下の問に答えよ。

(1) 図1に示す回路について、電源から見た合成インピーダンス2を求めよ。
(2) 図2のように、図1の抵抗Rと並列にコイル（インダクタンス L, L > 0) を接続した。
(i)電源から見た合成インピーダンスZを求めよ。
(i i)方とiが同相となるときのインダクタンス Lの値を求めよ。また、そのときのインピーダンスZを求めよ。
(iii) Eとiが同相となるときのり、i、ic、iL、jRのフェーザ図（ベクトル図）を示せ。

c
 

R
 

c
 

R
 
L
 

図 l 図 2
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（科 目 名

答案

電気回路 2/2 ）
 

I電気電子工学専攻 番 1氏名

問3．図の回路は、スイ ッチS1, 島が共に開いた状態で定常状態にある。以下の問いに答えよ。

(1)時刻t=Oでスイ ッチふだけを閉じる。t>OでコイルLに流れる電流iの時間変化を求める。

(i)電流iに関する回路方程式を書け。

(i i)電流iの初期条件を書け。

(iii)回路方程式を解いて電流iの時間変化を表す式を求めよ。またその概略を図示せよ。

(2) スイッチふを閉じた後、十分時間がたち定常状態になってから、スイッチ名を閉じると同時にスイッチふを開

く。スイッチ島を閉じた時刻をt=Oとして、t>OでコイルLに流れる電流iの時間変化を求める。

(i)電流iに関する回路方程式を書け。

(ii)電流iの初期条件を書け。

(iii)回路方程式を解いて電流iの時間変化を表す式を求めよ。またその概略を図示せよ。

S1 R
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（該当する方に0印をお願いします。）

I電気電子工学専攻

3問の中から、 2問を選択して解答しなさい。

番 1氏名

問1.ウィーンブリッジ発振回路について、下記の問題に答えなさい。

(1)複素数 x1=a+ jbとむ＝ C+ jdに対して、：六の実数部と虚数部が下記の式で表されることを確かめよ。

実数部： ｛c(a + c) + d(b + d)}/K, 虚数部： ｛d(a + c) -c(b + d)}/K 

ただし、 K= (a+ c)2 + (b + d)2である。
9 - - - - - - - - - - - - - - - -―̀ ‘ 

：① IR1  -C1 : 

＇ 
：、？」―-三 ＿！ ＿1-厨
M戸コA¥ l ぷV。

／］］ 図1のウィーンブリッジ発振回路について以下の問いに答えよ。 Aは理想的な増

幅器で増幅率はAであり、回路には角周波数0の電流Iが流れている。また必要

であれば（1）の結果を用いても良い。

(2)図中①部分と②部分の合成インピーダンスをそれぞれZ1とZ2とする。 Z1をR1‘、
とC1、そしてZ2をR2とらを用いて表せ。

1
,
.
 ノ

図1

(3) ％をI 、 Z凸 Z2ヽ〖をI と Z2 を用いて表せ。

(4)この回路の帰還率はF= Vi／％で表される。また、ループ利得はAFで表される。 AFをA、Z1とZ2で表せ。

(5)共振周波数fは(AFの虚数部） ＝ 0から導かれる。これを利用してfを求めよ。
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（該当する方に0印をお願いします。）

I電気電子工学専攻 番 l氏名
問2.オペアンプを用いた相加平均回路について、下記の問題に答えなさい。

図2は、オペアンプを用いた加算回路である。こ

の回路を応用して相加平均回路を作製することを

考える。なお、オペアンプは理想的な特性とす

る。

(1)この回路において％は0となる。その理由を述

べよ。

Vi

vz
怜

I
戸

叶

Rf 

．．． ＾ ー

(2) 11をV1と凡を用いて表せ。

VN ~ 

マ

>。

図2

(3) Iを/i,/2・・・/Nを用いて表せ。なお、電流の向きに注意せよ。

(4) IをV。と凡を用いて表せ。

(5) V。をV1～怜， Rf~R1 ~脳を用いて表せ。

(6)％がV1~怜の平均値（相加平均）になるために必要なR1~RNの条件を答えよ。
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（該当する方に0印をお願いします。）

I電気電子工学専攻 番 ！氏名

問3. 2の補数表現を用いた4ビットの符号つき整数 A=(A3 A2生 A。)伊と B= (B3 B2凡 B。)伊の和を4ビットで求め

て S= (S3易S心o)舒に出力する加算器について、以下の問いに答えなさい。

(1) 全加算器の回路図記号を、図3-1に示すとおりに定義する。全加算器は、 3つの1ビット

入力 Ai,Bi,Ciの和を求め、桁上げ出力 Ci+1 と和の出力ふの2ビットで出力する。表

3-1の全加算器の真理値表を完成させなさい。

表3-1

Ai Bi Ci Ci+1 Si Ai Bi Ci Ci+l Si 

゜゚ ゜
1 

゜゚゜゚
1 1 

゜
1 

゜
1 

゜
1 1 

゜゜
1 1 1 1 1 

(2) 図3-2に全加算器を用いた4ビット加算器を示す。整数 A と Bがそれぞれ10進数で＋5

と -3であるとき、図3-2中のすべての信号の値を答えなさい。

A3 = I I A2 = I 

C4 = I 
B3 = 口 I A1 = I 

|ら ＝ Bら2＝ = に B1 = I 

IA。=口
IB。=

S3 = C1 = 
S2― - S1 = I Is。=| I 

(3) 2の補数表現を用いた加算であふれ（桁あふれ，オーバーフローともいう）が生じると、

非負の数同士の加算の結果が負の数になるか、負の数同士の加算の結果が非負の数にな

る。このことを用いて、 4ビット加算器であふれの発生を検出する、すなわちあふれが

生じたとき、かつその時に限り 1となる論理関数 OF(A3,B3,島）を定義できる。

OF(A3, B3,S3)を A3,B3,S3を用いた積和形論理式で表しなさい。
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図3-1

C4 

S3 

s 2 

S1 

s 。

図3-2

(4) 4ビット加算器であふれの発生を検出する論理関数は、 Cがらを用いて 0Fc(C4,ら） ＝百•ら＋ C4• 百とも定義
できる。以下にその導出過程を示す。空欄①～⑫にあてはまる2進数，論理変数または論理式を答えなさい。

● A と B がともに非負数である場合を考える 。 A3 と凡の和は2 ビ ットで必ず［ロニロ：~となり、最上段
の全加算器に注目すれば、 C4＝［ロロロロ］，名＝［三ロニ：］が成り立つ。また、 Sが負数になるならば、

易＝ロニロである。よって、あふれが生じる条件は、 Cがらを用いて 1⑤ 卜1と表せる。
● A と B がともに負数である場合を考える。 A3 と凡の和は2ビットで必ず［c=J2となり、最上段の

全加算器に注目すれば、 C4=[~,S3 ＝［ロロニ：］が成り立つ。また、 S が非負数になるならば、
S3＝□□□である。よって、あふれが生じる条件は、 Cからを用いて 1一⑩ 卜1と表せる。

● A と B の一方が非負数、もう一方が負数である場合を考える。 A3 と凡の和は2ビットで必ず口こここ口］ 2

となり、最上段の全加算器に注目すれば、 C4＝［ロロロロ□が成り立つ。このときは、あふれは生じない。
以上をまとめることにより、 OFc(Cがら） ＝こ・ら＋ C4.可を得る。
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                              ○問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                              ○答 案 
 
                 （科 目 名    英 語  1/2  ） 
 
 

建 築 系  

建設システム工学 専攻       番 
 氏名 

 
問題１ 次の建築と都市デザインにおける人工知能についての英文を読み、問１～５に答えなさい。 
 
Artificial Intelligence in Architecture and Urban Design 
 

Artificial Intelligence (AI) has become one of the most influential technologies in modern design and engineering. 
(あ)Architects and urban planners now use AI tools to help them collect, analyze, and visualize large amounts of data 
about buildings and cities. For example, AI can study the sunlight and wind flow around a building to suggest the  
most energy-efficient shape. In urban design, algorithms can simulate traffic movement or predict how people might use 
public spaces. In construction management, AI supports scheduling, cost estimation, and safety monitoring on large 
projects. These examples show that AI is not only a technical tool but also a creative partner that changes how  
design problems are solved. 

One of the main advantages of AI is (い)( faster / process / complex / its / much / ability / environmental / to / data ) than 
humans. This speech allows many designers to test various design options and explore sustainable materials or structures. AI can 
also help reduce human errors by instantly checking multiple possibilities. (   (1)   ), AI does not always provide accurate data 
or reliable algorithms, which may lead to inappropriate design decisions. Therefore, designers and engineers must carefully check 
how AI’s data are collected and how the algorithms make decisions. Understanding AI’s process is important for keeping design 
work transparent and trustworthy. 

Another important issue is the ethical use of AI in the built environment. When AI systems make decisions that 
affect people’s safety or access to buildings, designers must think about responsibility. Who is responsible if an 
AI-based design leads to unsafe conditions or accidents? To answer such questions, many professional organizations are 
now developing rules for responsible AI in architecture. These guidelines include protecting personal and environmental  
data, reducing the energy used by large AI systems, and sharing models openly for peer review. 
Although AI continues to improve, it will not replace human creativity and sensitivity. AI can suggest patterns, layouts, 
and possibilities. (う)さらに、AIは過去のデータに基づいて複数の設計案を評価もできる。Even so, humans must  
decide what is meaningful for society and culture. (   (2)   ), the most successful design in the future will most likely 
combine human imagination with AI’s analytical power. By working together, humans and intelligent machines can 
create buildings and cities that are efficient, safe and humane. 
 
問１ 下線部 (あ)を日本語に訳しなさい。 
 
 
 
 
問２ 本文中の内容に合うように、下線部(い)を並べ替えて英文を完成させなさい。 
( faster / process / complex / its / much / ability / environmental / to / data ) 
 
 
 
 
問３ 下線部(う)の日本文を、本文の内容に合う自然な英語に訳しなさい。 
「さらに、AIは過去のデータに基づいて複数の設計案を評価もできる。」 
 
 
 
 
問４ 空所 (1)と(2) に最も適切な語句を、次の中から選びなさい。 
［However, In addition, Because, Therefore］ 
 
(1)                                     (2) 
 
 
問５ 本文中で、建築や都市計画におけるAIの利用にはどのような問題点があると述べられているか、簡素な日本語で

２つ説明しなさい。 
 
 
 
 
 



○                        ○ 
 
                              ○問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                              ○答 案 
 
                 （科 目 名    英 語  2/2  ） 
 
 

建 築 系  

建設システム工学 専攻       番  氏名 

 
問題２ 次のSDGsの目標17「作る責任、つかう責任」についての英文を読み、問１〜５に答えなさい。 
 

Take, make, waste — (1)the manner of the industrial era. Take the resources needed, make them into things, discard the by-
product, and, eventually, let the used goods become waste. Today, a new circular way of thinking is beginning to replace that logic. 
In nature, cycles are everywhere. Water and nutrients move in closed loops, and there is no waste. Instead, discards become resources. 
Drawing on nature's wisdom, circular business models look at old goods and scrap materials as valuable resources for new products. 
They begin to redirect the linear flows that start with raw materials and end at landfills and incinerators, making the industrial system 
function more like an ecosystem instead. (2)Companies can send their waste for recycling but also can be recyclers themselves. By 
reducing material use to begin with and recycling and reusing waste, they can reduce greenhouse gas emissions from extracting, 
transporting, and processing raw materials. And because the global economy currently uses far more of these materials far more 
quickly than the earth can regenerate, such practices address parallel challenges of resource scarcity. 

At least half of waste is generated outside households, and sometimes much more. The sources of industrial and commercial 
waste are many: manufacturing of all kinds, construction sites, mines, energy and chemical plants, stores, restaurants, hotels, office 
buildings, sports and music venues, schools, hospitals, prisons, airports, and more. They are all sites of use and discharge. The stream 
of waste they produce includes the usual scraps from food and landscaping industries, as well as textiles, paper, cardboard and other 
packaging, plastic, glass, and metal. It also contains huge volumes of industrial solid waste, such as concrete, steel, wood, ashes, and 
tires, as well as electronic waste —the computers, screens, printers, phones, and more that are what gets left behind in the 
Information Age and that contain toxics including mercury, lead, and arsenic. Most the world’s e-waste goes to low-income countries, 
where both regulation and enforcement are loose and black markets are rampant. (3)Not all of this waste can find a second life, at 
least not yet, but much of it can. 

A series of efforts is helping to close the loop on commercial and industrial waste. (4)Extended producer responsibility (EPR) 
is an increasingly popular policy approach that makes companies responsible not just for creating goods but for managing them after 
use. Otherwise, the public takes the responsibility of disposal. EPR can be purely financial, charging producers for the cost of 
recovery and recycling; it can be physical as well, getting them directly involved in that process. Since 2006, the Dutch have used 
EPR for packaging. Where they exist, producer “take-back” laws help address e-waste. Companies such as carpet tile manufacturer 
Interface voluntarily seek to retrieve their product, so discarded tiles can provide ingredients for new ones. The outdoor clothing 
company Patagonia collects “worn wear” for repair or, if too far gone, for recycling. But voluntarily taking such responsibility is 
unusual. Formalizing it encourages companies to think now about what will happen then and make their products longer lasting, 
easier to fix, and as recyclable as possible. In other words, while recycling happens at end of life, it is best considered from the 
beginning. 
 (出典：Paul Hawken, ed., Drawdown: The Most Comprehensive Plan Ever Proposed to Reverse Global Warming.(2018)) 
 
問１ 下線部(１)にある「工業化時代のやり方」とは何を指しているか、説明しなさい。 
 
 
 
 
問２ 下線部(２)を日本語に訳しなさい。 
 
 
 
 
問３ 下線部(３)を日本語に訳しなさい。 
 
 
 
 
問４ 下線部(４)にあるEPRとはどのようなコンセプトか、説明しなさい。 
 
 
 
 
問５ EPRが適用されている実例を本文中からひとつ挙げ、その実践について具体的に説明しなさい。 
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                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名    建築構造学(1/2)     ） 
 
 

 建 築 系 

建設システム工学 専攻      番 
 氏名 

  

【問1-1】長さが1.5m，断面積が75mm2の部材を100kNの力で引っ張ったとき，10mmの伸びが生じた(図1)．この部材

を構成する材料のヤング係数E [N/mm2]はいくらか．なお，解答には途中式も書くこと． 

ヤング係数E：        [N/mm2] 

長さ
1.5m

伸び
10mm

引張力
100kN

断面積
75mm2

図1 引張力を受ける部材 

75mm2 

【問1-3】図3に示すような長さが4mの片持梁の中央に10kNの集中荷重が作用したとき，先端に生じるたわみ [mm]を

求めよ．ただし，部材のヤング係数には【問1-1】の解答(E [N/mm2])を用い，断面2次モーメントには【問1-2】の解

答(Ix [mm4])を用いよ．なお，解答には途中式も書くこと． 

片持梁先端におけるたわみ：        [mm] 

図3 片持梁 

10 kN

2 m 2 m

【問1-2】図2に示すようなT字形断面について，x軸，y軸に関する断面1次モーメントをそれぞれ計算し，図心の位置

(x座標，y座標)を求めよ．また，x軸に平行で図心を通るX軸(図2中破線)に関する断面2次モーメントIx [mm4]を求め

よ．ただし，図2中に記載の寸法の単位は[mm]である．なお，解答には途中式も書くこと． 

X軸に関する断面2次モーメントIx：        [mm4] 図心のx座標：    [mm]，y座標：    [mm] 

図2 T字形断面 

y

50

100

[単位：mm]

x

5050

50
X

図心
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                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名    建築構造学(2/2)     ） 
 
 

建 築 系 

建設システム工学 専攻     番 
 氏名 

 

10 kN

2 m 2 m

【問1-4】図3の片持梁の先端にローラー支点がついた図4のような不静定梁がある．この不静定梁の中央に10kNの集中

荷重が作用したとき，ローラー支点の鉛直反力R [kN]を求め，不静定梁の曲げモーメント図を描け．ただし，梁のヤ

ング係数と断面2次モーメントは【問1-3】と同様とし，曲げモーメント図には主要な値を記入せよ．なお，解答には

途中式も書くこと． 

ローラー支点の鉛直反力R：      [kN] 

図4 不静定梁 

曲げモーメント図(解答用) 

【問2】ラーメン構造と筋かい(ブレース)構造の違いを述べ，それぞれの耐震性能上の利点を「剛性」，「耐力(強

度)」，「変形能力」の観点から記述せよ．また，耐震性能を確保する上で留意すべきことを記述せよ．なお，解答に

は図や式を用いても良い． 

・ラーメン構造： 

・筋かい(ブレース)構造： 

【問3】コンクリートのせん断破壊は，鉄筋コンクリート部材の急激な耐力低下を伴う脆性的な破壊となるため，設計

においては防止することが重要である．鉄筋コンクリート柱のせん断破壊を防ぐために有効な対策として考えられる

ことをいくつか挙げよ．また，それらの対策がなぜ有効なのかを説明せよ．なお，解答には図や式を用いても良い． 
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                               問 題 

2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名   建築材料施工学 その１） ） 
 
 

 

建 築 系

建設システム工学 専攻      番  
 氏名 

 
 
１．下に示す材料を用いてコンクリート1m3あたりの標準調合を計算したところ、各材料の容積の比率（百分率）は右

のグラフに示すような値となった。このときに、下の各問いの数値を求めよ。なお、計算の過程において、容積
および質量の計算では、都度整数に丸めることとする。 
セメントの密度は3.16g/cm3、細骨材の表乾密度は2.56g/cm3、粗骨材の表乾密度は2.60g/cm3、粗骨材の単位容積質
量は1.62kg/Lとする。（計３０点） 

 
1) 細骨材率（S/a：小数点以下第1位）※計算結果には単位も表記する。 
 
 
 
                     答え            
 
 
2) 水セメント比（W/C：小数点以下第1位）※計算結果には単位も表記する。 
 
 
 

                    答え            
 
 
3) 粗骨材の質量（G：整数）※計算結果には単位も表記すること。 
 
 
 
                     答え            
 
２．建築物の構造用鋼材として使用される一般構造用圧延鋼材（SS400）について、引張試験を行ったところ、降伏点

は240N/mm2、引張強さは420N/mm2の値が得られた。また、求められた伸びは25%であった。この結果から、下の各
問いに答えよ。（計４０点） 

 
1) 得られた値をもとに、SS400の応力－ひずみ関係を左下のグラフ上で模式的に表せ。なお、グラフの縦軸の数値も

記載すること。 
 
2) 一般構造用圧延鋼材（SS400）の応力－ひずみ関係の特徴を、グラフの右側で説明せよ。 
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                               問 題 

 2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名   建築材料施工学 その２） ） 
 
 

 

建 築 系

建設システム工学 専攻      番  
 氏名 

 
３．直径100.0mm×高さ200mmの円柱のコンクリート供試体で圧縮強度試験を行ったところ、応力度の最大値として35.

0N/mm2、このときの圧縮ひずみ2,000×10-6の値が得られた。この結果から、下の各問いに答えよ。（計４０点） 
なお、圧縮強度試験はJIS A1108に従い、ヤング係数（静弾性係数）の測定はJIS A 1149に従って行った。 
 

1) 得られた値をもとに、このコンクリート供試体の応力度－ひず

み関係を右のグラフ上で模式的に表せ。なお、圧縮方向を正

とし、グラフの縦軸と横軸の数値も記載すること。 

 
 
2) 右に描いたグラフを用いて、JIS A 1149に従ってヤング係数

（静弾性係数）を求める場合の方法を説明せよ。なお、ヤン
グ係数を求めるための説明として、グラフ上に必要な2点を記
載し、ヤング係数を求めるための式または説明文とするこ
と。2点を表す記号は、JIS A 1149の通りでなくても構わな
い。 

 

 

 

 

 

 
 
４．下図は、建築工事において、鉄骨工場で製作されて搬入された鉄骨の建方の例を二つ示したものである。左と右

の建方は、各々どのような建物の場合に用いられるかを示し、各々の方法を具体的に文章で説明せよ。（計３０

点） 

 

 
積み上げ方式 

 
建て逃げ方式 

この建方が用いられる場合 

 

 

この建方が用いられる場合 

この建方の具体的な説明 

 

 

 

 

 

この建方の具体的な説明 

 

 

ひずみ（×10-6）

応力度（N/mm2)
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                               問 題 

2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名   建築材料施工学 その３） ） 
 
 

 

建 築 系

建設システム工学 専攻      番  
 氏名 

 
５．下図（表の左側）は、建築工事の鉄骨の接合において、高力ボルト（トルシア形高力ボルト）による接合の品質

管理の途中の状況を示したものである。このあと、適切なトルクで締め付けられたあとの状態となったときに、

左側の図からどのように変わったかを、トルシア形高力ボルトの図を表の右側に描き、その状態を具体的に文章

で説明せよ。（３０点） 

 

 

 
 

適切なトルクで締め付けられたあとの状態の図 

 

 

 

上の図の内容に関する具体的な説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．木材の直交異方性について、下の図の枠内に三つの方向の名称を漢字で記入し、この三つの方向について、強度

が高い方向から低い方向への順番と、収縮量が大きい方向から小さい方向への順番を記述せよ。（計３０点） 

 

・強度が高い方向から低い方向への順番 

 

 

 

・収縮量が大きい方向から小さい方向への順番 

 

 

 
 
 

Ａ   方向 

Ｂ   方向 

Ｃ   方向 
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                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築設計・計画学  1/2  ） 
 
 

 建 築 系 

建設システム工学 専攻      番 
 氏名 

 
問1 以下の建築・都市計画に関する異なる２〜３つの用語について、それぞれの共通点や違いを考慮して説明せよ。(10×10点) 
 

1)コレクティブハウスとコーポラティブハウス 

 

 

 

2)普通教室方式と教科教室方式 

 

 

 

3)集合住宅のアクセス方式における「片廊下型」と「中廊下型」と「コア型」（これについては図示すること） 

 

 

 

 

 

 

4)コンバージョンとリフォーム 

 

 

 

 

5)ユニバーサルデザインとバリアフリー 

 

 

 

6)パッシブデザインとアクティブデザイン 

 

 

 

7)ZEBとZEH 

 

 

 

8)ハワードの「田園都市論」とペリーの「近隣住区理論」 

 

 

 

9)ラドバーンシステムとボンエルフ 

 

 

 

10)土地区画整理事業と市街地再開発事業 
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                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築設計・計画学  2/2 ） 
 
 

建 築 系 

建設システム工学 専攻     番 
 氏名 

 
 
問2 以下、現代の建築や都市に関わるキーワードの中から、今後重要だと思うものを２つ選択し、番号とキーワードを記載した

上で、そのキーワードに関わる建築や都市における現状の課題と今後の対策について論じよ。(2×50点) 

 
(01)住まいづくり       (02)風景・景観            (03)災害復興・防災          

(04)with/afterコロナ     (05)福祉・ソーシャルインクルージョン (06)環境・低炭素・再生可能エネルギー 

(07)空き家・空き地      (08)中心市街地活性化         (09)団地再生             

(10)都市再生         (11)公共空間（河川・道路・公園）活用 (12)公共施設再編           

(13)マンション建て替え    (14)都市木造             (15)その他（必要に応じて設定も可   

 

キーワード① [                        ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード② [                        ] 
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                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築史・建築意匠 １／３  ） 
 
 

 建 築 系 

建設システム工学 専攻      番 
 氏名 

 
問１ 
 
１）次の図に示される社殿建築について、その形式名と代表的な建築名を記した上で、建築様式上の特徴について意

匠・使用部材・部材構成・材質・構造などの観点から３つ以上指摘して説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
形式名          
 
 
建築名          
 
 
２）次の写真に示される建築について、その様式名と建築名を記した上で、建築様式上の特徴について意匠・使用部

材・空間構成・材質・構造・構法などの観点から３つ以上指摘して説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様式名          
 
 
建築名          
 
 
３）次の写真に示される建築について、その建築名と設計者名を記した上で、建築様式上の特徴について意匠・空間

構成・設計意図・材質・構造などの観点から３つ以上指摘して説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建築名          
 
 
設計者名           
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                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築史・建築意匠 ２／３  ） 
 
 

建 築 系 

建設システム工学 専攻     番 
 氏名 

 
問２ 
 
次の建築群の中から３つ選び、それぞれ建設された時代背景、建築史上の位置づけなど、その建築と社会や歴史・文

化との関連について説明せよ。 
【旧サン・ピエトロ（4世紀、ローマ）、中尊寺金色堂（1124年、岩手）、捨子保育院（15世紀、フィレンツェ）、 
東宮御所(赤坂離宮)（1909年、東京）、バウハウス校舎（1926年、デッサウ）、国立代々木屋内総合競技場（1964
年、東京）】 

 
選択した建築（１）                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択した建築（２）                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択した建築（３）                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
○                        ○ 

 
                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築史・建築意匠 ３／３  ） 
 
 

建 築 系 

建設システム工学 専攻     番 
 氏名 

 
問３ 
 

下記の語句について建築史・建築意匠の観点から、その特徴や内容について簡潔に説明せよ。必要に応じて図を描い

てもよい。 
 
１）蟇股 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）桔木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）望楼型天守 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）コリント式のオーダー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５）ペンデンティブドーム（ビザンチンドーム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６）フライングバットレス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７）擬洋風建築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８）アール・ヌーヴォー 
 
 
 
 
 



 
○                        ○ 

 
                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築環境・設備工学 １／２ ） 
 
 

 建 築 系 

建設システム工学 専攻      番 
 氏名 

 
以下の問題1から問題3について全て解答せよ。 
 

【問題1】 

 以下の空気線図の略図に関する問題に解答せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)空気線図の略図内の縦軸、横軸などの①～⑤の項目と単位として正しいものを語群から選択し、記号で解答せよ。

なお、②と③の順番は問わないが、同じ記号を記入した場合は2問とも不正解とする。 

 

  

 

[語群] 

 ア:乾球温度[℃]、イ：湿球温度[℃]、ウ：相対湿度[kg/kg(DA)]、エ：相対湿度[％]、オ：顕熱比[－] 

 カ：絶対湿度[％]、キ：絶対湿度[kg/kg(DA)]、ク：水蒸気分圧[kPa]、ケ：水蒸気分圧[kg/kg(DA)] 

 コ：顕熱比[％]、サ：比エンタルピー[kPa]、シ：比エンタルピー[kJ/kg(DA)]、ス：熱水分比[－] 

 

(2)冬季に空気が乾燥する理由について説明せよ。なお、用語「飽和水蒸気分圧」、「絶対湿度」は必ず使用し、上記

の空気線図の略図内に空気の状態点や変化を示しながら説明すること。 

解答： 

 

(3)冬季のガラス窓面室内側に結露が発生する理由を説明せよ。なお、用語「露点温度」、「相対湿度」は必ず使用

し、上記の空気線図の略図内に空気の状態点や変化を示しながら説明すること。 

 

  

①  ②  ③  ④  ⑤  

解答： 

① 

②
 

③
 



 
○                        ○ 

 
                               問 題 

  2026年度（第2次）   大 学 院 （博士前期） 入 試      （該当する方に○印をお願いします。） 

                               答 案 
 
                 （科 目 名  建築環境・設備工学 ２／２ ） 
 
 

建 築 系 

建設システム工学 専攻     番 
 氏名 

 

【問題2】 

 給水・給湯設備に関する以下の問題に解答せよ。 

(1)高置水槽方式の説明と停電時における給水の可能性について述べよ。 

 

(2)受水槽の6面点検について説明せよ。 

 

(3)ホテルなど大型建物の中央給湯方式では、単管式ではなく複管式が採用される。その理由と複管式のデメリットに

ついて述べよ。 

 

【問題3】 

 空気調和に関する以下の問題に解答せよ。文章中の〇数字として適切な語句を解答欄に記入すること。 

(1)圧縮式冷凍機の冷凍サイクルは、圧縮、凝縮、膨張、蒸発の4つの過程がある。この中で冷水を製造する過程は、

（①）であり、エネルギーを消費するのは（②）である。 

 

(2)冷房負荷の構成要素は、外壁からの貫流熱、窓面からの入射熱、人体、すきま風、照明などがあるが、このなかで

顕熱・潜熱いずれの負荷となるものは（③）と（④）である。（③と④の順番は問わないが、同じ解答の場合は2問

とも不正解とする） 

 

(3)熱媒体の違いによる空調方式の分類には、空気方式、水方式、水-空気方式、冷媒方式があるが、ビルマルチエア

コンの方式は（⑤）である。 

 

(4)空気調和の4要素は、温度、湿度、気流、（⑥）である。 

 

(5)建築物管理衛生法で定められている室内環境基準の中で、CO2濃度は（⑦）ppm以下であり、温度は18℃以上、

（⑧）以下、相対湿度は（⑨）％以上70％以下である。 

 

問題3の解答欄 

①  ②  ③  

④  ⑤  ⑥  

⑦  ⑧  ⑨  

 

解答： 

解答： 

解答： 

















○                        ○ 

 

 

2026年度 大学院 経営情報科学研究科 経営情報科学専攻 博士前期課程 一般入試2次 

 
（問題

もんだい

・解答
かいとう

）用紙（経営システム・情報システム）     ※辞書の持ち込み可とします。（電子辞書等は不可） 

科目名 外国語 受験番号  番  氏名  

 
問題1 次の英文を日本語に翻訳しなさい。(CNN EXPRESS 第36巻第7号第9号より)8×5＝40点満点  
 
(1)  The climate crisis could result in one the world’s Seven Wonders being added to endangered lists. 
 
 
 
(2) Australia has been under pressure from environmentalists to do more to reduce carbon emissions. 
 
 
 
(3) The simple fundraising idea quickly sold out, raising more than $145,000.  
 
 
 
(4) The three paying customers completed about 15 weeks of training before the flight.  
 
 
 
(5) If you’re eating these burgers solely for their health value, then you may want to reconsider. 
 
 
 
問題2 次の日本文を英語に翻訳しなさい。(CNN EXPRESS 第36巻第7号第9号より) 8×5＝40点満点 
 
(1) 従来、人々がロボット工学について考えているとき、思い浮かべるのは工場にあるような大きなロボットであ
る。 
 
 
 
(2) 科学技術の次なる大きな出来事の構築には、時間がかかることがある。 
 
 
 
(3) いつか参照できるように、この文書を印刷し保存しておいてください。 
 
 
 
(4)僕らはこの件に決定権はない。 
 
 
 
(5) もしあなたがうっかり機密情報を電話で漏らしてしまったら、必ず教えて下さい。 
 
 
 
問題3 次の英語を日本語に翻訳しなさい（Diamondハーバードビジネスレビュー第37巻第10号より）。20点満点 
                                       翻訳：   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

この部分につきましては、著作権の都合により公開いたしません。



○                        ○ 

2026年度 大学院 経営情報科学研究科 経営情報科学専攻 博士前期課程 一般入試2次 

 
（問題・解答）用紙（経営システム・情報システム） 

科目名 専門科目（        ） 受験番号  番  氏名  

 
 
問題1 下記の10進数を2進数にしなさい。4×5＝20点 
 
(1) 13 ⇒ 
 
(2) 8  ⇒ 
 
(3) 25  ⇒ 
 
(4) 38  ⇒ 
 
(5) 63  ⇒ 
 

問題2 以下の式の導関数として適切なものを選択肢から選びなさい．4×5＝20点 

 

(1) 𝑥3：                                   選択肢 

 

(2) 5𝑥2： 

 
(3) sin⁡(𝑥)： 

 
(4) sin⁡(3𝑥)： 

 

(5) {𝑠𝑖𝑛(𝑥)}3： 

 

問題 3 以下の定義式に基づき, 𝑓(𝑥 + 𝛥𝑥)を求めたうえで 𝑓(𝑥) = ⁡3𝑥を微分しなさい． 20 点 

 

𝑓′(𝑥) = lim
𝛥𝑥→0

𝑓(𝑥 + 𝛥𝑥) − 𝑓(𝑥)

𝛥𝑥
 

 

𝑓(𝑥 + 𝛥𝑥)＝ 

 

𝑓′(𝑥) = 
 
 

問題4 サンプルをプロットした以下の二つのグラフ（直線は回帰直線とする）のうちXとYの間での相関係数が高いものは(a)と(b)の

どちらか答えなさい．10点 

解答： 

 
(a)        (b) 

 

問題5 以下の空欄を埋めなさい．なお，空欄には複数回出現する語も存在する．4×5＝20点 

（     ）は、観測データと予測値の間の（   ）の二乗和を最小化する方法である．線形回帰分析における（     
 ）を導出する際に利用する．一方でニューラルネットワークにおいては（      ）を用いてパラーメーターを最適化し
（    ）を最小化する. 

 
 
問題6 事業戦略と全社戦略の違いはなにか。簡潔に答えなさい。10点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 3𝑥2 (b) 10𝑥2 (c) 10𝑥 (d) 3𝑥3  

(e) 3{sin(𝑥)}2 (f)3cos⁡(𝑥){sin(𝑥)}2  

(g) 15sin⁡(3𝑥)   

(h)3 cos(3𝑥) (i)cos(𝑥)  

(j)−sin(𝑥) (k) 1 (l) 𝑥  
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